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■会議内容 

1. 研究 1（Nomogram study） 

（1） 進捗状況について 

副次的解析論文の一つである『Long-Term Outcomes of Additional Surgery After 

Endoscopic Resection Versus Primary Surgery for T1 Colorectal Cancer』が Am J 

Gastroenterol 誌に accept されたことが報告された。 

Am J Gastroenterol 誌に accept された予後に関する主解析論文において、重複例を

除外する前のデータセットが使用されていることが判明したため、担当の岡委員に

紙面版では正しいデータセットで報告いただくよう journal と交渉いただくことを

依頼したことが委員長より報告された。 

冨樫委員および高松委員よりそれぞれ担当する副次的解析の結果が紹介された。 

 

（2） Nomogram の公開について 

事務局より大腸癌研究会 HP において T1 大腸癌のリンパ節転移予測 nomogram を

5 月 15 日に公開したことが紹介された。なお、委託業者の変換ミスにより SM 浸潤

度(2000μm 以上)、占居部位(下部直腸)についてリスクポイントが低く設定されてい

たことが判明し、6 月 5 日に修正を完了したことが報告された。 

 



2. 研究 2（F1 study） 

（1） 進捗状況について 

事務局より病理評価担当委員による本邦の T1大腸癌1000例分のデジタルスライド

データの病理所見評価を完了したことが報告された。interobserver study の結果、新

規病理因子である低分化胞巣や対物 40 倍領域を指標とした最低分化度の評価者間一

致度が脈管侵襲等の既存の病理因子に劣らないことが報告された。また、途中解析結

果であるが、これらの新規病理因子がリンパ節転移と有意に相関しており、新たな治

療アルゴリズムの確立も目指し得ることが説明された。 

一方、対象とした標本の一部に垂直断端陽性やアーチファクトが強いものが含まれ

ており、解析対象症例の再確認が必要であり、また簇出や低分化胞巣の「有無」につ

いて追加評価を行うかを議論するため、近日中に病理小委員会を開催することがアナ

ウンスされた。 

 

（2） 副次的解析について 

本体研究において不適格症例等が確定したのちに、臨床データを副次的解析担当施

設に配付することが説明された。また、他にも副次的解析希望を受け付けていること

がアナウンスされた。 

 

3. その他 

委員長より研究期間の延長について味岡会長に内諾を得たことが報告され、2～3 年

の期間延長について委員の賛同を得た。 


